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 本講演では、J-PARC E15 実験における円筒形ドリフト・チェンバー

(CDC)のデザイン、及びその製作過程について述べる。 
 E15 実験は標的原子核として 3He を用い、3He(K−

in-flight，n) 反応によ

り K−pp 束縛状態を直接生成するもので、反応により放出される中性子

の測定をもちいた質量欠損法、また、K−pp 束縛状態の崩壊粒子をすべ

て捕まえる不変質量法の両面から、K−pp 束縛状態生成の決定的証拠を

捕まえる実験である。 
 現在製作中の CDCは K−pp束縛状態から崩壊した全ての荷電粒子の運

動量を測定するもので、K−pp Λp pπ−p と K−pp Σp Λγp pπ−γp の

両崩壊モードを分離するために、K−pp 束縛状態に対して約 20MeV 程度

の質量分解能が要求される。また、K−pp 束縛状態から崩壊したΛと p は

ほぼ正反対方向に飛ぶために、大きなアクセプタンスが要求される。以

上の条件を満たすように E15 実験の CDC は設計され、現在製作されて

いる。 


